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Ⅰ 選択評価結果 

 

前橋工科大学は、「選択評価事項Ｂ 地域貢献活動の状況」において、目的の達成状況が

良好である。 

 

選択評価事項Ｂにおける主な優れた点として、次のことが挙げられる。 

○ 地域の豊かで持続的な成長を目的とする、課題解決による地域活性化を扱う研究を地域から募集し、

教員が提案者とともに研究を行う地域活性化研究事業を展開している。 

○ 市内企業等が抱える課題や要望に応えるため、地域の産業界と連携し、企業ニーズに応える公募型共

同研究を平成23年度に導入した結果、共同研究及び受託研究の件数が伸び、外部研究資金の額が平成26

年度までに約３倍まで増加するなど、地域と連携する共同研究が活性化している。 

○ 地域交流事業として市民を対象とする公開講座・専門講座、児童生徒を対象とするこども科学教室の

ほか、スーパー・サイエンス・ハイスクールやサイエンス・パートナーシップ・プロジェクトを対象と

する講座の開設、そのほかの高等学校に対する特別講座の実施等を計画的、継続的に実施し、いずれの

取組においても参加者から高い評価を得ている。 

 

選択評価事項Ｂにおける主な更なる向上が期待される点として、次のことが挙げられる。 

○ 前橋市・前橋商工会議所との間で締結した「御用聞き型企業訪問実施のための連携に関する協定」に

よる御用聞き型企業訪問では、各企業へ訪問して課題を解決するための提案を行うなど、地域企業の提

案型企業創出に貢献する積極的な取組の成果が期待される。 
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Ⅱ 選択評価事項の評価 

 

【評価結果】 

目的の達成状況が良好である。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

Ｂ－１－① 大学の地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が定められてい

るか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されているか。 

地域貢献の目的として「その地域に根差す公立大学として、人とまちの快適さを推進する学科を構築し

て、地域の人々や産業界と連携しながら、住民の生命と健康の増進、安全で安心できる環境の形成、豊か

な文化の発展を目指し、人とまちづくり、さらには地元産業の発展に貢献する。」と掲げており、この目的

を実現するため、中期目標において地域との連携を通した地域社会への貢献に関する目標を定めている。 

このほか、研究に関する目標においても産学官連携に係る項目として、「産学官連携による学内外との

組織的研究を積極的に実施する。」と定めている。 

これらの中期目標を達成するための具体的な措置を中期計画（平成 25～30 年度）に以下のように定め

ている。 

「(３) 地域貢献に関する目標を達成するための措置  

①-１ 地域の民間企業や教育機関との連携を強化して、共同研究、アドバイザー、講師派遣等様々な形

で、地域社会の求めに対応できるようにする。  

①-２ 他の教育研究機関とも連携して、市民を対象とする公開講座を積極的に開催するとともに、既に

市民向けに開放している図書館のほか、大学機能の市民開放に努める。  

②-１ 地域連携推進センターがシンクタンク機能をもてるように、民間企業との共同研究成果等を蓄積

して、地元企業の問題解決に応えられるようにする。  

②-２ 前橋市をはじめとした地方公共団体や国等の政策形成へ積極的に参画するとともに、地域のまち

づくりや民間企業に対するアドバイザー機能を強化する。  

③-１ 前橋市や群馬県が行う事業に、教職員も学生も積極的に参加・協力し、地域社会の一員としての

責任を果たし、地域貢献する。」 

また、社会貢献の目的、中期目標、中期計画それぞれについて大学ウェブページに掲載して公表すると

ともに、各種学内委員会等において教職員に周知を図っている。 

特に地方にある大学がシンクタンクとして、また市民の安全、安心、安定な生活を守るために、何をな

すべきか市民目線及び企業目線で考え、出てきた細かなニーズを工学的な立場から実践する地域貢献を実

施している。積極的な地域への関わりを実施している取組として、こども科学教室、公募型共同研究、御

用聞き型企業訪問、地域活性化研究事業等が挙げられる。 

これらのことから、計画や具体的方針が定められており、適切に公表・周知されていると判断する。 

 

Ｂ－１－② 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。 

地域連携推進センターは、「地域住民、行政、企業、国内及び国外の大学及び研究機関等との連携を深

選択評価事項Ｂ 地域貢献活動の状況 

Ｂ－１ 大学の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、成果を上げていること。 
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め、地域と産業の振興に貢献し、社会の発展に寄与するとともに、本学の教育及び研究の進展に寄与する」

ことを目的として設置されている。同センターには地域連携推進センター会議を置き、業務・課題に適切

に対応できるように地域貢献部会、連携研究推進部会、国際交流部会を設置している。 

地域貢献部会は、産業振興貢献として技術研究相談・コーディネート活動等、地域活性化貢献として科

学実験教室等地域の教育力向上支援を担当している。 

地域貢献の目的を実現するため、中期目標・計画及び年度計画に基づき、全学で地域貢献活動として、

１.地域交流事業及び２.産学官連携事業を行っている。 

１.地域交流事業の主な活動は次のとおりである。 

① 公開講座・専門講座等を開催し、市民の学習意欲を満たすとともに当該大学の研究分野に理解を得

る内容に整え、より多くの参加を得るよう努めている。平成27年度は公開講座を４回、専門講座を５回開

催しており、それぞれの延べ参加者数は194人、164人である。 

平成 25 年度からは大学キャンパスにて前橋商工会議所や関係機関と連携した「まちなかキャンパス」

を開催し、地域活性化研究事業の研究成果の発表等も行っている。 

② こども科学教室では、夏休み期間中に小中学生を対象とした科学実験のイベント（２日間）を平成

19 年度から実施しており、参加した小中学生に理科学への興味、関心を高めるよう努めている。平成 27

年度は26のテーマを扱い、参加者数は2,014人となっている。 

③ 小・中・高等学校等の地域教育機関との連携としては、スーパー・サイエンス・ハイスクール（以

下「ＳＳＨ」という。）、サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト（以下「ＳＰＰ」という。）、高大

連携事業、及び小・中学校との連携等、地域教育機関との各種教育連携に関する取組を行っている。 

ＳＳＨの実績は、平成25年度２日間延べ参加者数190人、平成26年度14日間延べ参加者数132人、平

成27年度12日間延べ参加者数261人である。 

ＳＰＰの実績は平成25年度５日間延べ参加者数145人である。 

高大連携事業は、平成25年度及び平成27年度は２つの高等学校で、平成26年度は１つの高等学校で特

別講座等が実施されている。 

小・中学校との連携については、平成 26 年度に地域の小学校の総合的な学習における大学見学、平成

26年度及び平成27年度に中学校の職場体験学習における生徒の受入を行っている。 

２.産学官連携事業の主な活動は次のとおりである。 

① 技術相談は、土木、建築、情報、機械、生物工学等の様々な分野で研究を行っており、この専門分

野の教員に加え、産官学連携コーディネーターを配置して、地域社会や企業からの技術や研究についての

相談等に対応している。平成27年度においては166件の相談を受け付けている。 

② 御用聞き型企業訪問の実施では、前橋市・前橋商工会議所との間で「御用聞き型企業訪問実施のた

めの連携に関する協定」を締結し、各企業からの相談を受けて課題を解決するための効果的な提案を行う

など、地域企業の提案型企業創出に貢献する事業を展開している。平成27年度においては御用聞きの企業

訪問を14社受け付けており、事前訪問の90社を含め186回訪問している。 

③ 地域連携推進センターが共同研究、受託研究、教育研究奨励寄附金の受入窓口となり、教員ととも

に研究活動を行っている。平成27年度は共同研究46件、受託研究10件、教育研究奨励寄附金19件を獲

得している。 

④ 前橋商工会議所と教員とが産学連携の情報・意見交換を行い、共同研究等の充実を図り、地域企業

のニーズを把握した産学連携の推進を図ることにより、地域や産業の発展に寄与することを目的に「産学

連携フォーラム」を開催している。平成27年７月に前橋市の補助金事業として行っている公募型共同研究
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の平成26年度分の成果発表会を産学連携フォーラムとして開催している。これは、地域の15の企業と教

員が取り組んだ研究である。平成27年度については13件の研究テーマを採択し研究を進めている。 

⑤ 群馬大学、前橋商工会議所と連携して、産学官金連携を深化させ、知的財産と産業の融合、県内地

域の活性化に寄与することを目的に、群馬産学官金連携推進会議を毎年開催している。参加者は、企業、

大学、行政、金融関係等で、平成27年７月には、第11回群馬産学官金連携推進会議を開催している。大

学・企業等の産学官金連携の研究成果のパネル展示や、産業支援団体、金融機関、大学のコーディネーター

が研究・技術開発や補助金相談を受け付ける相談デスクも設置している。 

⑥ 地域活性化研究事業では、地域とともに成長する関係を実現するため、課題解決により地域の豊か

で持続的な成長の実現に寄与できる地域活性化を扱った課題を研究テーマとして募集し、教員が課題提案

者とともに調査研究を行っている。地域の中小企業等から提案された課題について教員とのマッチングを

行い、研究テーマとして取り組める課題については、学内の地域連携推進センター会議にて審査を行い採

択している。 

地域活性化研究事業の平成27年度の採択課題は、「ブルーベリーの機能性に関する基礎研究」、「水路ト

ンネル内の劣化度調査のカメラ撮影システムの開発」の２件の技術開発課題と、「高齢者にも使いやすい前

橋のまちなか情報発信アプリ」、「バスロケーションデータ利活用によるバス運行の改善」を含めた５件の

地域活性化課題に取り組んでいる。 

⑦ 公募型共同研究事業は、市内企業等が抱える課題や要望に応えるため、地域の産業界と連携し、企

業ニーズに応える共同研究を実施している。研究テーマは、新製品等の開発（新しい製品、サービス、生

産方法、分析又は技術的ノウハウについての計画や設計等研究の成果を具体化すること）としている。決

定を受けた地元企業等は、当該大学との共同研究を行い、要した対象経費について、市に対し補助金の交

付を請求することができる。研究費の負担割合は、企業３分の１、前橋市３分の２となっている。平成27

年度は、研究テーマ「プレキャストＲＣ部材接合用 拘束型鉄筋継手の実用化の研究」等13件の課題を開

始している。公募型共同研究を開始してから、共同研究及び受託件数の件数及び獲得した研究資金が増え、

特に研究資金については平成23年度には2,829万円だったが、平成26年度には9,112万円にまで増えて

いる。 

これらのことから、計画に基づいた活動が適切に実施されていると判断する。 

 

Ｂ－１－③ 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。 

中期計画における各取組の満足度等の調査について、以下のような結果になっている。 

１．地域交流事業 

① 公開講座・専門講座については、受講理由、講座の感想（内容、レベル、講義の仕方）、希望する

テーマ等に関する事後評価アンケートを実施している。平成27年度に行われた公開講座４回のアンケート

の多くでは、内容の満足度に対する問いに対し、「とても満足できた」、「満足できた」の回答が占める割合

は90％前後と高い。専門講座については、各学科主体で企画・運営を行っており、アンケートの実施・結

果について、取りまとめを行っていない。 

地域活性化研究事業の平成27年度における実績は６講座、参加人数101人である。 

② こども科学教室については、イベント後に希望するテーマ等に関する評価アンケートを実施してい

る。平成27年度については「こども科学教室は面白いと思いましたか？」という設問に対して「とても楽

しかった」が 95.8％を占め、「あまり楽しめなかった」（2.7％）及び「未記入」（1.5％）を大きく上回る

結果である。 



前橋工科大学 

 

2-(2)-7 

また、平成26年度のこども科学教室では、前年度を大幅に上回る2,927人（前年度1,700人）の参加者

を得、参加者のアンケート結果では、学生の親切な対応等に多くの好意的な意見がみられる。 

③ 小・中・高等学校等の地域教育機関との連携については、ＳＳＨの延べ参加者が平成 25 年度にお

いては190人、平成26年度においては132人、平成27年度においては261人と、平成27年度において大

きく増加している。また、高大連携に関する取組も、前橋市立前橋高等学校をはじめとして各高等学校と

定期的に実施している。ＳＳＨ、ＳＰＰを含めた高大連携事業を行った高等学校数は、平成25年度におい

て４校、平成26年度において２校、平成27年度において３校である。 

２．産学官連携事業 

① 地域社会や企業の技術や研究についての相談等に対応しており、その結果、共同研究、受託研究、

教育研究奨励寄附金、公募型共同研究事業の件数は平成25年度から平成27年度までの間に増えている。 

② 御用聞き型企業訪問については、平成27年４月の協定締結により、その事業を開始したところで、

成果や検証等は平成28年度以降となるが、前橋市・前橋商工会議所と連携し、企業訪問を実施している。 

③ 共同研究は、平成24年度14件（うち公募型共同研究11件）、平成25年度20件（うち公募型共同

研究13件）、平成26年度は26件（うち公募型共同研究12件）、平成27年度は38件（うち公募型共同研

究13件）の契約、研究を行い、共同研究の充実を図っている。（件数はいずれも無償による共同研究を除

く。） 

④ 産学連携フォーラムは、前橋商工会議所と産学連携についての情報・意見交換を行う催しであり、

平成26年４月に開催している。商工会議所工業部会、建設部会の各議員の参加の下、業界動向、産学連携

のこれからについて等、意見発表、意見交換を行っている。 

⑤ 群馬産学官金連携推進会議は、企業、大学、行政、金融関係等の関係者の参加の下、県内企業の成

功事例や苦労話を通した産学官金連携で世界に挑む群馬の技術について、参加者と意見交換や質疑応答等

が行われている。 

⑥ 地域活性化研究事業について、平成 27 年度の採択件数は技術開発課題２件、地域活性化課題５件

であり、平成28年度は技術開発課題４件、地域活性化課題６件と増えている。前橋商工会議所が主催する

「まちなかキャンパス」において成果発表を行い、前橋商工会議所との連携を強化するとともに、研究成

果を市民に還元している。 

⑦ 公募型共同研究事業は、平成24年度から平成26年度までの３か年において、共同研究を行った企

業は18社であり、うち、特許出願が８件、実用化が５件、国の補助金に展開したものが４社である。これ

までに、研究に加わった４人の学生が共同研究先の企業に就職している。 

これらのことから、活動の成果が上がっていると判断する。 

 

Ｂ－１－④ 改善のための取組が行われているか。 

地域交流事業・産学官連携事業は地域連携推進センターが実施している。その実施状況については、地

域連携推進センター会議、教育研究審議会において毎月報告している。地域連携推進センター会議では、

取りまとめられたアンケート等の実施結果を踏まえ、次年度への改善策等を検討している。教育研究審議

会においては、主として事業の実施や結果について報告を行っている。 

地域連携推進センターの管理運営に係る基本方針及び予算案及び実施計画は、年に一度、教育研究審議

会により審議することと定められており、改善の際必要があればここで審議を行っている。 

公開講座については、アンケート結果により参加者のニーズ（希望するテーマ、参加しやすい曜日・時

間等）を把握し、企画・運営・検証を行い、改善を図っている。 
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また、こども科学教室については、アンケート結果及び参加者増の状況から、平成 27 年度は、熱中症

対策、駐車場対策、広報や運営時間・方法等の見直し、出展参加学生数を増やすなどの改善を行っている。 

これらのことから、改善のための取組が行われていると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「目的の達成状況が良好である。」と判断する。 

 

【優れた点】 

○ 地域の豊かで持続的な成長を目的とする、課題解決による地域活性化を扱う研究を地域から募集し、

教員が提案者とともに研究を行う地域活性化研究事業を展開している。 

○ 市内企業等が抱える課題や要望に応えるため、地域の産業界と連携し、企業ニーズに応える公募型

共同研究を平成 23 年度に導入した結果、共同研究及び受託研究の件数が伸び、外部研究資金の額が

平成26年度までに約３倍まで増加するなど、地域と連携する共同研究が活性化している。 

 ○ 地域交流事業として市民を対象とする公開講座・専門講座、児童生徒を対象とするこども科学教室

のほか、スーパー・サイエンス・ハイスクールやサイエンス・パートナーシップ・プロジェクトを対

象とする講座の開設、そのほかの高等学校に対する特別講座の実施等を計画的、継続的に実施し、い

ずれの取組においても参加者から高い評価を得ている。 

 

【更なる向上が期待される点】 

○ 前橋市・前橋商工会議所との間で締結した「御用聞き型企業訪問実施のための連携に関する協定」

による御用聞き型企業訪問では、各企業へ訪問して課題を解決するための提案を行うなど、地域企業

の提案型企業創出に貢献する積極的な取組の成果が期待される。 
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ⅰ 現況及び特徴（対象大学から提出された自己評価書から転載） 

 

１ 現況 

（１）大学名  前橋工科大学 

（２）所在地  群馬県前橋市 

（３）学部等の構成 

   学部：工学部 

   研究科： 工学研究科 

   附属機関：基礎教育センター、教職センター、地

域連携推進センター、図書・情報セン

ター、キャリアセンター 

 

（４）学生数及び教員数（平成28年５月１日現在） 

 学生数：学部1,212人、大学院110人 

   専任教員数：68人 

 

２ 特徴 

 前橋工科大学は、平成９年４月、建設工学科、建築学

科、情報工学科の３学科から構成される、昼夜開講制を

採用した４年制工学部単科大学として発足した。学部の

完成年度にあたる平成 13 年４月、学部に対応した建設

工学専攻、建築学専攻及びシステム情報工学専攻からな

る昼夜開講制の大学院博士前期課程（修士課程）を設け、

教育・研究の充実を図った。ついで、修士課程の完成年

度である平成 15 年４月には、前期課程３専攻を学際的

に融合し、分野間の教育・研究の協力をより容易にすべ

く、環境・情報工学専攻の博士後期課程（博士課程）を

開設した。このように、組織を断続的に拡充し、教育の

質の向上と専門化に対応し、研究の活性化と高度化を実

現できる工科系の教育・研究機関としての体制を整えた。

さらに平成 19 年４月、市民の生命と健康の増進、安全

で安心できる環境の形成、豊かな文化の発展を目指し、

学科を拡充改編した。環境・デザイン系では社会環境工

学科（旧建設工学科）、建築学科に加え、社会人教育に

も対応するため主に夜間に開講する総合デザイン工学科

を新設した。一方、生命・情報系では、以前の情報工学

科を生命情報学科、システム生体工学科に再編し、新た

に生物工学科を設けた。大学院もそれに対応して、平成

23 年４月に建設工学専攻、建築学専攻、生命情報学専

攻、システム生体工学専攻及び生物工学専攻の５専攻の

博士前期課程（修士課程）を設置し、平成 25 年４月に

博士後期課程（博士課程）には環境・生命工学専攻を開

設して、教育研究の一層の充実を目指している。さらに

平成 25 年４月には、公立大学法人前橋工科大学へ移行

した。 

本学の特徴は次のとおりである。 

(1) 地域に根ざす公立の工学部単科大学 

 本学は、全国的にも数少ない公立の工学部単科大学で、

地域の人々や産業界、各大学と連携し、地域の発展に貢

献している。 

(2) プロジェクト研究の導入 

 本学は、社会環境工学科及びシステム生体工学科にお

いて、専門的知識の深化と技術の修得を目的としてプロ

ジェクト型講義を導入し、講義と演習を融合した指導を

実施している。学生は自己の進路を照らした課題探求が

できるようになっている。 

(3) 実践的実務的な社会人教育の推進 

 主に夜間に開講する総合デザイン工学科を設けて、地

域職業人を受け入れ、実践的実務的な技術者の養成を行

っている。 

(4) 他学科履修の推進 

急速な科学技術の高度化、多様化に対応するために、そ

の周辺領域の科学知識や技術の理解が必要なことから、

他学科の専門科目を受講できるようにしている。 

(5) 大学院工学研究科 

 本学は、大学院工学研究科博士前期課程、博士後期課

程を開設しており、より高度な専門的技術者や優れた研

究者の養成ができるようになっている。 

(6) 教職課程の設置 

 教職センターを設け教職課程を設置し、生物工学科で

は高等学校理科の教員免許が、生物工学専攻では高等学

校理科の専修免許が取得できる。 

(7)他大学・産業界等との連携 

 本学は、群馬県内の公立３大学（群馬県立女子大学・

群馬県立県民健康科学大学・高崎経済大学）及び群馬大

学に加え、前橋国際大学及び群馬医療福祉大学との間に、

教育・研究等の協力を図る相互連携を行っている。また、

群馬大学及び前橋商工会議所との教育・研究の連携によ

る地域文化の発展への試みや、国際的には中国の北京工

業大学に加え、吉林建築大学城建学院、タイ王国のカセ

サート大学工学部及びベトナムのダナン工科大学との間

に教育・研究の相互交流に関する協定を結んでおり、学

生の交流が実施されている。 
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ⅱ 目的（対象大学から提出された自己評価書から転載） 

 

1 大学の理念 

自然と人との共生ならびに持続可能な循環型社会の構築に貢献する知的基盤の創造を推進することによって、文

化的で健康な市民生活の実現に寄与し、地域と社会の発展と福祉に貢献する工学を追求する。 

２ 大学の目的 

工学が市民生活と密接に関連した学問分野であることを踏まえた教育・研究を推進し、社会の安全・安心とエネ

ルギー・環境・生命をはじめとする21世紀の人類が直面する様々な課題の解決に取り組み、その成果を地域と

社会に還元し、社会の発展と福祉に貢献することを目的とする。 

３ 大学の目標 

知の融合と集積を図り、これを継承・伝承して、人間性および創造性豊かな專門技術者を育成するとともに、市

民生活を快適で豊かにする研究を展開して、活気に満ちた地域社会構築の一翼を担う知的創造拠点としての役

割を果たす。 

４ 教育 

４．１ 教育理念  

真理の追究及び地域住民の生活の質を豊かにし安全を守る科学技術の創成に向けて、工学部及び大学院工学研究

科において、専門性に加えて、国際的視野・倫理を踏まえた総合的な判断力を具え、自立して国内外の社会に

おいて活躍できる高度専門技術者及び若手研究者を養成する。 

① 探求心の育成 

各教育課程において直面する疑問に対し、その解決の糸口を探求する意欲と能力を育成する。 

② 合理的な判断能力と統合能力の育成 

学究活動において遭遇する様々な問題点について、関連技術、文化、自然環境などの背景及び環境社会への影響

を含めて統合的に整理し、解決策について合理的に判断する能力を育成する。 

③ 豊かな人間性、倫理観、社会貢献に対する自主性の育成 

基礎教育及び専門教育を通した学問的、技術的資質の向上に加え、学内外の様々な活動への参加により豊かな人

間性を培い、技術者、研究者及び社会人としての倫理観を身につけ、社会貢献の意義を理解し、自主的に社会

活動に参加する積極性を育成する。 

④語学力及び情報活用能力の育成 

技術者又は研究者として国際的に活動するために、実践的語学力を身につけ、多様な情報を統合活用する能力を

育成する。 

４．２ 学士教育の目的・目標  

 学士教育においては、下記に掲げる目的・目標を基盤として学士教育を展開するとともに、それぞれの学科は、

学科の特徴を反映する目的・目標を併せて掲げ、特徴ある教育の達成に努める。 

（１）基礎教育 

  知の集積と体系への関心を導き、幅広い教養を養い、豊かな人間性の醸成を促す。 

応用と実学に立脚した学問領域である工学の基礎教育においては、後続の専門教育との連携が教育成果を高める

上で重要であるとの認識に立って、専門教育に必要な基礎学力を着実に身につけさせるとともに、合わせて技

術者に重要な倫理観を育む人格形成教育を実施する。 

（２）学部専門教育 

  急速な分野融合と技術革新を伴って高度化かつ多様化する専門分野、多様化する価値観等、社会環境の変化

に柔軟かつ的確に対応する素養を培い、卒業後、社会の様々な分野で指導的役割を担うことができる専門的素
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養のある人材を育成する。基礎教育の成果を踏まえて、各専門分野における基本理念を理解させるとともに、

専門基礎と応用の知識を習得させ、社会において実践するための基盤となる能力を養う。 

４．３ 大学院教育の目的・目標 

 大学院では、昼夜開講制を含む特徴あるカリキュラムにより、豊かな創造性と主体性、各分野のリーダーとし

ての素養、専門的知識を駆使して地域社会に貢献できる能力の涵養を目的とする。 

博士前期課程では、学部教育で培われた専門の基礎能力を土台とし、専門性を一層向上させていく能力を身につ

けた専門技術者及び研究者を養成する。すなわち、学部教育で培われた教養と専門の基礎能力を、講義や演習

等により向上させるとともに、研究に関する能力を養成し、高い専門性を身に付けた高度専門技術者及び研究

者を育てる。 

博士後期課程では、基礎的、先駆的な学術を推進する能力を有する研究者及び高度な専門技術者を養成する。す

なわち、専門の能力を一層深めるとともに、先駆的・先端的な技術課題に率先して取り組む能力を高め、豊か

な創造性と主体性を備えた高度専門技術者及び研究者を育てる。 

 さらに、各専攻においては、各専攻の専門性に立脚した個性的な目的・目標を併せて掲げ、特徴ある教育を展

開する。 
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ⅲ 選択評価事項に係る目的（対象大学から提出された自己評価書から転載）

選択評価事項Ｂ「地域貢献活動の状況」に係る目的 

（１）大学の理念、目的及び目標と地域貢献に関する目的 

本学は、大学の理念として「自然と人との共生ならびに持続可能な循環型社会の構築に貢献する知的基盤の創

造を推進することによって、文化的で健康な市民生活の実現に寄与し、地域と社会の発展と福祉に貢献する工学

を追及する。」ことを掲げ、大学の目的として、「工学が市民生活と密接に関連した学問分野であることを踏ま

えた教育・研究を推進し、社会の安全・安心とエネルギー・環境をはじめとする 21 世紀の人類が直面する様々

な課題の解決に取り組み、その成果を地域と社会に還元し、社会の発展と福祉に貢献することを目的とする。」

と設定している。また、大学の目標として、「知の融合と集積を図り、これを継承・伝承して、人間性及び創造

性豊かな技術者を育成するとともに、市民生活を豊かにする研究を展開して、活気に満ちた地域社会構築の一翼

を担う知的創造拠点としての役割を果たす。」と設定している。さらに、本学の「地域貢献」の目的（特色）と

して、「平成 25 年４月に公立大学法人（設立団体：前橋市）に移行した本学は、全国的にも数少ない公立の工

科系大学であり、その地域に根差す公立大学として、人とまちの快適さを推進する学科を構築して、地域の人々

や産業界と連携しながら、住民の生命と健康の増進、安全で安心できる環境の形成、豊かな文化の発展を目指し、

人とまちづくり、さらには地元産業の発展に貢献する。」と設定している。 

 

（２）法人における中期目標 

本学の理念、目的及び目標と地域貢献の目的を実現するために、中期目標において地域貢献に関する目標とし

て、「①地域の教育機関、周辺大学、産学官の連携を通して、地域社会への貢献を果たし、地域の活性化を図る。

②地域のシンクタンクとして、「地域連携推進センター」の役割を高める。③地方自治体等が行う各種事業に、

大学として積極的に参加することにより、学生の地域貢献に関する意欲を喚起する。」と定めている。さらに、

研究に関する目標においても「産学官連携による学内外との組織的研究を積極的に実施する。」と産学官連携に

かかる項目を設けており、全学で地域貢献活動に取り組んでいる。 

 

（３）地域連携推進センターの目的 

本学では「地域貢献、産学官連携及び国際研究交流に関する事業、本学の教育及び研究の進展に寄与する事業

を行う本学の総合窓口」として地域連携推進センターを設置し、地域住民、行政、企業、国内及び国外の大学及

び研究機関等との連携を深め、地域と産業の振興に貢献し、社会の発展に寄与するとともに、本学の教育及び研

究の進展に寄与することを目的とし、地域貢献活動に取り組んでいる。 
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ⅳ 自己評価書等 

 

 対象大学から提出された自己評価書本文については、機構ウェブサイト（評価事業）に掲載しておりますので

ご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

機構ウェブサイト  http://www.niad.ac.jp/ 

 

  自己評価書     http://www.niad.ac.jp/sub_hyouka/ninsyou/hyoukahou201703/ 

sentaku/no6_1_1_jiko_maebashi-it_d_s201703.pdf 
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